
２ 野菜 

１）使用方法                               

区分 薬  剤  名 備     考 

トマト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エスレル１０ 

(ｴﾃﾎﾝ液剤) 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

熟期促進(生食用) 

ハウス内では高温時(30oC 以上)の処理は避ける｡ 

処理後 2～3 日間は 30℃以上にしない。 

果房以外の茎葉や上位段の幼果に散布液がかからないよう霧吹きで散布
する｡ 

薬液は使用の都度調製し、その日のうちに使用する。 

 

○ 

○ 

熟期促進(加工用) 

高温時(30oC 以上)の処理は避ける｡ 

薬液は使用の都度調製し、その日のうちに使用する。 

ジベラ錠、ジベレリン粉末、 

ジベレリン液剤 

(ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ水溶剤・ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ液剤) 

○ 

 

○ 

落果防止剤を使用した後の散布は効果が劣るので、ジベレリンを先に散
布するか、混用して使用する｡ 

薬液は使用の都度調製し、その日のうちに使用する。   

トマトトーン 

(4-CPA 液剤) 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

同じ花房に重複散布しない｡ 

頂芽や幼葉にかけない｡ 

使い残りの希釈液は 4 週間程度は保存(冷蔵庫等)できるが、なるべく早く
使用する｡ 

フルメット液剤 

（ﾎﾙｸﾛﾙﾌｪﾆｭﾛﾝ液剤） 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

果房第１果の幼果の果実径が３～４ｃｍ大を目安に処理する。 

高温時の処理は避ける。 

果頂部に薬液がたまらないよう、処理後、過量の薬液を振い落とす。薬
液を振い落とす際は、他の果房にかからないよう注意する。 

薬液は使用の都度調製し、その日のうちに使用する。  

ミニ 

トマト 

 

 

 

 

 

 

エスレル１０ 

(ｴﾃﾎﾝ液剤) 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

ハウス内では高温時(30oC 以上)の処理は避ける｡ 

処理後 2～3 日間は 30℃以上にしない。 

果房以外の茎葉や上位段の幼果に散布液がかからないよう霧吹きで散布
する｡ 

薬液は使用の都度調製し、その日のうちに使用する。 

トマトトーン 

(4-CPA 液剤) 

 

 

○ 

○ 

○ 

同じ花に重複散布しない。 

頂芽や幼葉にかけない。 

使い残りの希釈液は 4 週間程度は保存できるが、なるべく早く使用す
る。 

なす 

 

ジベラ錠、ジベレリン粉末、 

ジベレリン液剤 

(ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ水溶剤・ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ液剤) 

○ 

 

 

薬液は使用の都度調製し、その日のうちに使用する。 

 

 

トマトトーン 

(4-CPA 液剤) 

 

○ 

○ 

○ 

 

同じ花房に重複散布しない｡ 

頂芽や幼葉にかけない｡ 

使い残りの希釈液は 4 週間程度は保存(冷蔵庫等)できるが、なるべく早く
使用する。 

いちご 

 

サンキャッチ液剤３０Ｓ 

(ｺﾘﾝ液剤) 

○ 

 

目に入らないように注意する。 

 

ジベラ錠、ジベレリン粉末、 

ジベレリン液剤 

(ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ水溶剤・ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ液剤) 

 

○ 

○ 

果柄の伸長促進 

薬液は使用の都度調製し、その日のうちに使用する。 

ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝを含む農薬の総使用回数  1 株当たり 10 回以内 

 

○ 

○ 

着果数増加、熟期促進 

促成栽培で使用する。 

薬液は使用の都度調製し、その日のうちに使用する。 

○ 

 

ランナー発生促進 

親株床で使用する。 

ビビフルフロアブル 

(ﾌﾟﾛﾍｷｻｼﾞｵﾝｶﾙｼｳﾑ塩水和剤) 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

促成栽培で使用する。 

ﾌﾟﾛﾍｷｻｼﾞｵﾝｶﾙｼｳﾑ塩を含む剤の使用は 4 回以内（本ぽ定植前は 1 回以内、
定植後は 3 回以内）。 

主な作用はジベレリン生合成阻害。 

2～3 回散布するときには、1 か月程度の間隔をあける。低温暗黒処理時
の徒長防止で使用する場合、散布液量が多いと収量へ影響することがあ
る。 

葉ねぎ 

 

サンキャッチ液剤３０Ｓ 

(ｺﾘﾝ液剤) 

○ 

 

目に入らないように注意する｡ 

春まき夏どり栽培で使用する。 

たまねぎ サンキャッチ液剤３０Ｓ 

(ｺﾘﾝ液剤) 

○ 

○ 

○ 

目に入らないように注意する｡ 

秋まき露地栽培で使用する｡ 

晩生種及び乾燥が続く気象条件では効果が劣る｡ 

 


